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産卵 直前 の キヤ ムラ シジミ の 母 蝶 
(A female of Chilades kiamurae just before oviposition) 
キヤ ムラ シジミ は 松村 松 年 博士 に よっ て 1910 年 に < 記載 され て か ら , 1965 年 まで の あい だ , わずか の 記録 が ある の 
AC, 以来 まっ た く 確 実 な 採集 報告 は な か っ た 。 し か し , 1966 年 8 月, 長嶺 邦雄 氏 に よっ て , 半 世 紀 ぶ り に 八重 山 
列島 (Yaeyama Islands) の 竹富 島 (Taketomi Is.) と 本 種 が 発生 し て いる こと が 発見 され , 採集 記録 され た 。 
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DE と まで いわ れ た キヤ ムラ シジミ の 謎 の いく つか も あき ら か に し た いと 考え る 。 た だ し , 生態 に 関し て は 観察 
期間 が 短く , 旅先 で も あっ た た め , 種々 の 制約 を 受け , 充分 な 調査 を お と な うと と が で きず , 誤っ た 観察 や 一 方 的 
な 解釈 を し て いる 点 も あろ うと 思わ れる が , と と で は 我々 が 観察 し た まま , 感じ た まま を 述べ て お く 。 CORED 
今後 本 種 に つい て 調査 され る 方 々 に よ っ て 研究 し 補足 され , さら に 完全 な も の と され る と と を 期待 する も の で ある 
本 報告 すす る に あたっ て 終始 ど 指 導 , ど 協力 を いた だ いた 九州 大 学 白水 隆博 士 を は じ め , 本 種 に 関す る 文献 な ど 
に つい て 種々 ど 教 示 を いた だ いた 毅 瀬 太郎 氏 , 食 樹 に 関す る 諸 問 題 , 写真 撮影 その 他 に つい て いろ いろ と と 指導 い 
た だ いた 大 阪 大 学 佐藤 毅 根 博士 , 八鹿 寛 二 博 士 , 田村 道夫 博士 , その ほか 大 阪 大 学 教養 部 生物 学 教室 の 方 々 , 杉谷 
岩 彦 博 士 , 栗原 善夫 博士 , 保田 激 郎 氏 , 川副 昭 人 氏 , 吉田 真 日 出 氏 , 向山 一 郎 氏 , 伊藤 建夫 氏 , 橋本 芳 幸 氏 , 東 清 
LE. 発生 地 の 竹富 島 に あっ て 本 種 の 冬期 の 観察 を 引受 け , 結果 を いま も お 知ら せ 下 さっ て いる 高 那 利 則 氏 な どの 
多く の 諸氏 に と と に 深く 謝意 を 述べ る し だ いで ある 。 また , 次 回 に 報告 する 予定 の 研 ” 57g CO USE CAR Rik 
氏 に よる と と ろ が 多く , その ご ど 厚 配 も と と で 深謝 し て お きた い 。 












































竹富 島 の 概説 


An introduction to 


Taketomi Is. 


本 島 は 北緯 24.3?, 東経 124.2? 
琉球 列島 の 八重 山 列島 中 に あっ 
て 石垣 島 の 南西 に 位置 し , 右 
垣 市 よ ひ わずか 5.6km よ り 離 れ 
て お ら ず , 石垣 港 か ら 小 型 船 で 
約 30 分 の 近 距 離 に ある 。 KOM 
積 は 6.320km?z, 周囲 9.163 km 
標高 約 20m の 平ら な 南北 に や や 
長い 構 円 形 で , 普通 歩い て 東西 
約 40 分 , 南北 約 60 分 程度 の 小さ 








- な 島 で ある 。 
八重 山 群 伺 地 図 。 竹富 島 の 位置 を 示す 島 へ の 交通 は 10 ト ン 前 後 の 2 
(A map of the Yaeyama Islands, showing 隻 の 船 が 毎 夕 5 時 に 石垣 港 を 出 
the position of Taketomi Island) 航 し , 翌朝 10 時 半 ( に 竹富 島 を 出 














Bot, 日 曜 は 2 往復 する と と も ある 。 機 橋 は 北東 部 に 一 カ所 , 北西 部 に 一 カ所 ある が , 船 は 北東 部 の 機 橋 に 着 

く 。 部 落 は 島 の 中 央 部 に 東 (Higashi) 部 落 , P (Nishi) 部 落 (一 括 し て 波 座 真 (Hazama) 部 落と も いう ), fh 
ff (Nakasuji) 部 落と 区 別 さ れ て いる が , 実際 は 境界 らし きも の は な く , 全体 を 一 部 落と 考え て も さしつかえ な い | 
よう で ある 。 人 口 は 戦後 し ば らく は gS LOAD Eo TEA ECE eae De cane 
Lot, 老年 層 が は と ん ど で あ る 。 

島 は 局 平 な た サンゴ礁 で 形成 され , 大 変 美 し く , 東海 岸 に は 有名 な 星 の 形 を し た 砂 (サン ゴ の 一 種 ) の ある 砂浜 が 
ある 。 海岸 線 の 内 側 は 松柏 類 の 完全 な 防風 林 で 囲ま れ , 島内 は 部 落 内 を 除い て いた る と と ろ に ソテツ が 自生 し て い 
Bo た だ し , 選 平 な サン ゴ 礁 の 島 で ある た め , 森林 と いっ た ほど の も の は な く , 木 本 類 , 特に 巨木 は 防風 林 の それ 
を 除い て ほとん ど な い と いっ て も よい 。 土地 は サン ゴ 石 灰 岩 で ある た め , ゴツ ゴツ し た 感 が 強く , 土壌 こし て は 貧 
Wc. RUM ERAS C JEICIE 2 TRA TUS RECOPIEZ IZ UTS o | 
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D RERO 1 — TOR RU, RHYJUNROIHEO A OR CURIANCH TAHO 
BEY は な く —Jiv 絶滅 し た も の と 推定 する :。 
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& BN Food-plant 


筆者 ら が 観察 し た 範囲 に お ける 本 種 の 食 樹 は ソテツ (Cycas revoluta THUNB.) で あっ た 。 

我国 で ノ テツ 類 を 食 樹 と する 蝶 は 本 種 以外 に な く , また 裸 子 植物 を 摂 食す る 蝶 も 本 種 以 外 に は 知ら れ て いな い 。 
し か し , 東南 アジ ア , オー スト ラリ ア , アメ リカ 大 陸 に は すでに ソテツ ッ 類 を 食 樹 と する Ci7Zd2s pandava, Theclin- 
esthes miskini, Eumaeus atala, Eumaeus childreana, Eumaeus minyas な ど が 知ら れ て いる 。 o RBD AKRIL L 
て は な じみ の うす い ソ テツ 科 植 物 は 5 HB, 9 属 (Cycas, Stangeria, Bowenia, Dioon, Ceratozamia, Zamia, 
Encephalatos, Macrozamia, Microcycas) あっ て , HA, %90 種 が 熱帯 , 亜熱帯 地方 に 自生 し て いる 。 













本 種 が ソテツ 以外 の 他 の 


Wop a リン 植物 を 食 樹 と する か どう か 
UN V Y は , 現在 の 段階 で は 述べ る 
E と と が で き な い の で 以後 の 

z 3pm 7s 4 ^ y 
ENS » ミ NU NM ) y ie NM Se 
IM Vi, Wie AL iy J 法 は な い 。 た だ ひと つ , R 


AITNE 々 は 試み に , 市 販 さ れ て い 


SM WAN ク グ た ギン ナン (ソテツ の 茎 の 
SS SA ESAE a RAEE LE A a 
wn NA al etl U1 Fa VOW) を 与え 

“AA N 


た と ころ, 腔 乳 に 頭 部 を つ 
っ と ん で きわ め て よく 摂 食 
し , 成長 する と と を 確認 し 
Zo したがって, (bb RF 
植物 , 木 生 半 歯 植物 , HOD 
の 多い 被子 植物 な ど , 今後 
いろ いろ と 与え て みる と お 
も しろい 結果 が で る の で は 
な いか と 考え て いる (イチ 
a Y の LS 与え た 幼虫 
は , 1 個体 は 液 浸 標本 に , 
他 の 1 個体 は 蜂 の 時 期 で 不 
注意 に も 殺し て し まっ て 羽 
化 を 確認 し て いな い )。 


ソテツ 各部 の 名 称 


(General appearance of Cycas revoluta, showing the names of each parts) 


Bh + hh + 4% Egg, larva and pupa 


1. BB (Egg) 

交尾 を 終え た 母 蝶 は , PMR HB BES Ro EPROM, また は どく 幼 若 な ゼン マイ 状 の 羽 状 葉 裏 面 
下方 に 1 個 ず つ 産 第 し , ひと つの 新 葉 群 に 十 数 卵 , 多い 場合 に は 30 一 40 卵 産 付 さ れる と と も ある 。 母 蝶 の 産卵 時 刻 
は 特に 定まっ て は お ら ず , 朝 か ら 夕 刻ま で 常に 産卵 は 目撃 され る (Fig.1, Fig.3)。 

SOWRLRARE C, 周 化 直前 まで その 色 は は ほとん ご ど 変化 し な い 。 概 形 は 腰 高 な マン ジュ ウ 型 で , 上 面 中 央 の 
精 孔 部 の 凹み は 浅く 大 きく , 卵殻 面 の 網目 状 の 彫刻 模様 は 下方 に か か うに し た が っ て 浅く , し か も 大 きく な る 。 

雅 の 直径 は 0.525mm 内 外 , 高 さ 0.368mm 内 外 , 卵 期 は 約 4 日 で ある (Fig.12, Fig, 13), 


5) た だ し , 植物 学 的 に ソテツ 科 と 現存 の 他 の 裸 子 植物 , 被子 植物 と は 密接 な 関係 は な い 。 





NII-Electronic Library Service 





The Lepidopterological Society of Japan 


kittie TYO TO GA (Trans. Lep. Soc. Jap.) Vol. 17, No. 3 & 4 — 93 — 





2. 9 & (Larva) 

般 化 直後 の 1 令 幼 虫 は 淡 黄 色 半 透明 で , 体長 0.7mm 内 外 , 外見 上 で は 頭 部 は 黒色 , MMOMBILARELOLE 
い に 黄 色 味 を 強め , 赤褐色 の 張 模様 も あらわ れ て くる 。 卵 か ら 出 た 幼虫 は 卵殻 を 食べ る 習性 は も た ず , し ば らく 周辺 
を 歩き まわ っ た 後 , 卵殻 を 離れ , 摂 食 を 開始 する 。 柔らか な 食 樹 の 羽 片 の 裏面 に 頭 部 を つっ と み 葉 肉 を 摂 食 する 。 
し か し , けっ し て 綿毛 や 長毛 , 羽 片 主 脈 , それ に 羽 片 表面 の 表皮 を 摂 食 する と こと は な い 。 1 令 の 末期 頃 に は 体長 1.8 
mm 内 外 と な り , 2 令 以 降 に 見 られ る 先述 の 結 模 様 も し だ い に は っ きり と あら われ て くる (Fig. 14)。 

24, 3 令 に な る と , その 締 模 様 は 一 段 と 明瞭 に あら われ る 。 頭 部 より 尾 端 に か け て 走る 背 線 は , 尾 端 に すす む に 

し た が っ て 幅 が 狭く な る 。 亜 背部 , 気 門 上 部 付近 の 赤褐色 線 は 波状 と な り , 比較 的 明瞭 に あら われ る 。 食 樹 の ご く 
若い ゼン マイ 状 の 羽 状 葉 , も し く は 柔らか な 羽 片 を 摂 食す る が , 1 令 幼 虫 と 同様 に , HHOXEKC. 表面 の クチ ク 
7 (cuticule) の 発達 し た 厚 膜 細胞 の 表皮 だ け は 摂 食 せ ず , これ ら を 残す 。 と き に は 羽毛 基部 まで も 摂 食 せ ず , 基 
部 を 少し 離れ た 部 分 より 先端 へ と 摂 食す る と と が ある 。 と の よう に その 食 痕 は 特異 で , 一 見 し て 本 種 が その 地域 と 
発生 し た か どう か を 容易 に 判断 する と と が で きる (Fig. 9 一 10)。 

と の 頃 の 摂 食 状態 は 頭 部 を 葉 肉 内 に つっ と み 容 孔 し , 尾部 は 外部 に 残す 。 静止 休息 は 羽 状 葉 の 裏面 で お と な うこ と 
と が 多く , また , と きだ に は 羽 状 葉 表面 に 出 て くる と と も ある (Fig. 4)。 

4^ ( 終 令 ) の 食性 は 初 , 中 令 幼 虫 と 特に 変わ り は な い が , 柔らか な 羽 庁 は 全部 を 摂 食す る 。 柔らか な 羽 軸 に 穴 
を あけ , 頭 部 を つっ こん で 内 部 組織 を 摂 食す る が , と き に は 完全 に 羽 軸 内 に 究 孔 し , 内 部 組織 を 食い つく す と と も 
ある 。 と の 場合 , 開 は 羽 軸 内 に 残す 。 し か し , けっ し て 羽 軸 表皮 , 皮膚 部 分 は 摂 食 せ ず , 羽 軸 は 中空 の 状態 に な 
る 。 し た が っ て , この よう な 羽 状 葉 は , 摂 食 され た 位置 より 先端 に か け て 汐 状 葉 が つい に は 枯死 し て し まう (Fig.6, 
Fig. 7, Fig. 10), 

終 令 幼虫 は 羽 状 葉 の お も に 羽 軸 の 裏面 , 場合 に よっ て は 泌 状 葉 表面 に 出 て 静止 する 。 幼虫 に 触れ る と , 少量 の 赤 
褐色 の 液体 を 吐き 出す 習性 が ある 。 幼虫 に は 蜜 腺 は 認め られ る が :, iG LOIRE OST, アリ と の 関係 は 
な いよ う で ある 。 終 令 末期 の 静止 時 で 計測 し た 平均 値 は それ ぞ れ , 体長 13.0mm, 第 二 腹 節 付 近 の 体 幅 ゝ .5mm, 同 
節 付近 の 高 さ 4.4mm で ある 。 

幼虫 の 形態 に つい て は , 初 , 中 令 幼 虫 は 先述 の よう に その 概略 を 述べ る に と ど め , 便宜 上 , も っ と も 重要 で ある 
終 令 幼 虫 に つい て の み 詳 述 する と と に する 。 

幼虫 は 終 令 Ii に 限ら ず , 一 般 の シジミ チョ ウ の 幼虫 と 大 差 の な い 扇 平 な ワラ ジ 形 で , 雄 の 生殖 器 か ら み た 本 種 の 位 
置 が ヒ し メシ ジミ 族 に 含ま れる と と を 裏付け る か の よう に , 外見 上 これ ら の 幼虫 に 類似 し て いる 。 

体 表 面 は 密度 の 粗い 刺 毛 に 税 わ れる 。 表面 その も の は 滑 沢 で , 光沢 が 目立ち 地 色 は 黄 白色 で , 幅 の 広い 不 規則 な 
縦 に 走る や や 吐い 赤 紅 人 色 の 結 模 様 が ある 。 と の 結 模 様 の 面積 が 広い た め , 一 見 し た と ころ で は 区 沢 の ある 暗い 肉 色 
の 地 人 色 に 短い 黒色 の 東毛 を も っ た 幼虫 の よう に みえ る 。 

終 令 中 期 以降 は , 上述 の 地 色 (や や 淡色 ) (に こし だ い に 移 行 す る が , 2 一 終 令 中 期 ま で の あい だ (と と に 2 , 3 令 期 ), 
Ik sd C MERCO 個体 の も の が あり (第 1 図版 参照 ), 背面 に 地 公 の それ より KORRE D os] PROH 
紋 を あら わす 。 こ の 出現 率 は 15 内 外 に も 及ぶ が , その 成虫 は 通常 の も の と は 何ら の 差異 も 認め られ な い 。 

背面 か ら み た 節 間 の くびれ は ゆる や か で 不明 瞭 で ある が , 側面 か ら み る と 各 節 ど と の 隆起 が や や 目立ち , BHT 

と に 中 央 部 より や や 後 側 へ 降 起 が 大 きい 。 背中 線 部 は ゆる や か に 隆起 し , 中 央 部 は 少し 凹み 。 と と に 胸 節 に お いて 
は その 両側 が 盛り あがり 一 対 の 隆起 を な す (TFig. 16)o 

第 一 胸 節 の 便 皮 板 は 黒色 で し か も 明瞭 短い 刺 毛 を も ち , 4 一 6 本 内 外 の 長い 刺 毛 を も も つ 。 刺 毛 は 一 般 に 基部 
が 太く 発達 し た 0.35mm 内 外 の 先端 の と が っ た 長毛 と , それ より 基部 の 発達 の 悪い 0.15mm 内 外 の 短 毛 と で ある が , 
いずれ も 基部 は 漆黒 色 で 光沢 が あり , 刺 毛 の 部 分 は 半 透 明 , 淡 茶褐色 で ある 。 第 五 腹 節 付 近 の 背面 で 観察 し た と と 
る では, 長毛 が 55 一 65 本 , 短 毛 は 85~95 本 認め られ た 。 

気 門 の 周囲 (10 個 内 外 ) や , 密 腺 の 周囲 (35 一 40 個 ) に は 直径 0.03mm 内 外 の , RIAD OI (OD jS CRW 
凹み を も つ 死 状 隆起 が あり , 他 の 背 線 部 (に も その 部 位 の 長毛 の 数 と ほぼ 同数 の 割合 で この 隆起 が みとめ られ る 。 
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肛 上 板 は と くに 他 の 部 分 と 異な っ た と と ころ も な く キ チン 化 も 弱い 。 D Y CÓ CHO BP, RM 
凹み , や や 光沢 が 強い よう に みえ る 。 背面 に ある 線 は , 43J2)c Eod eoe sue ost» 
め が た い 。 宿 血 ) 亜 背 部 より 気 門 の 後部 付近 へ か け て は 浅い 横 角 が 走る 。 第 七 腹 節 音 面 に ある 密 腺 は 退化 し , 8 一 
10180 SAD C NS IMEI OST ヒメ シジミ 族 に み ら れ る よう な 仲 縮 内 起 も な い 。 気 門 は 縦長 の 陶 円 形 で 
PARAG. 外 環 は 茶褐色 で 縦 0.12 mm 内 外 , 360.08 mm 内 外 で ある 。 

腹 画 の 地 色 は 淡い 黄 褐色 で , 基線 付近 は 基部 が 茶褐色 で 透明 , も し く は な か ば で 淡い 茶褐色 (eH RS 
0 o4 wu0.36mmph obo IE E. さら だ 細い 同色 の 短 : oae 腹面 中 央 部 付近 は 胸 節 より 腹 節 末 敵 
まで 透明 , も し く は 淡い 茶褐色 の 0.13mm 内 外 の 短 毛 の み を 粗 生 する o IIMS ANC, 末端 の 多 状 の 爪 は 茶褐色 
© Miel CPMOHONEE LO, UNRRORRÜEE CR ROME GON ERIE S: 

TAS TUB OS ERR Co DANSE BUCH 5 。 触角 の 基部 は 黒褐色 で , 中 央 付近 より 先端 へ か け て は 透明 で あ 
So rhe MRTE AARON SIC, 歴然 と する 。 UAM px CHRIS GEM] 単眼 
GRUSS CEN CHS o 頭 部 民 径 は 1.30mm 内 外 , 縦 径 は 0.85mm 内 外 で ある (Fig, 15, Fig. 16), 

終 令 末期 に な る と 摂 食 を や め , 体 色 は し だ い に 透 明 に な り , や が て 羽 状 葉 を 離れ 下方 に 移行 し , 摂 食し た 食 樹 の 
yid odi ds NO 

DICUCTHHET So ESIC, さら に 下方 に 歩行 を 続け , WME OIREAN b LIdboiila: cic 
6o s du cuc wich 
場所 を 探し な が らし だ い に 集 合 し , 一 カ所 に 十 数 個体 か た まっ て コロ ニーC(colony) を つく りお と な われ る o 
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3. Mj (Pupa) 


WAGE REON f9 
EDT & coco 
れる 。 また, 比較 的 振動 
の 少な い 地 面 近 く の 食 椅 
の 葉 裏 な ど に も 期 化 する 
と と が ある 。 し か し , 3 
MACELLU EZO 
中 で 内 化す る . こ と は な な 
<> 食 樹 を 離れ , 遠く 他 

の 場所 へ 移動 し て 由 化 す 
る と と も ほとん ど 認 め ら 
れ な い 。 1- 24h02 
孤立 し て 見 うけ られ る こと 
と も ある が , 普通 は 上 上述 











DE 5 C- GM osi o- A E そい 4 
し て 認め られ る 。 数 十 個 KALEME M (ガー ゼ 上 集まっ た も の で 自然 状態 の も の で は な い ) 
DW DS Ke TV VC FRYER (Congregation of prepupae and pupae in a captivity) 


peque Bb cci 
WLC, FEEOMO REMC DTS 0 Ul 6:W&OIU6. MME NIE k O NCL SEH c ps 














で きる 。 
DUZE a) は 赤 公 か ら 赤 補色 で ある が , My 3 IC Liho CARO GV cz 
化す る 。 Bj KORRCT 全面 に に ぶ い 光沢 を も ち , E24 520 
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広がっ て いる 。 硝 面 は 頭 部 か ら 胸 部 , 腹部 へ か け て 濃い 赤褐色 の 斑点 が 散在 する 。 と の 茶褐色 斑 の 発達 は 個体 に よ 
lc Rol pc T. 胸 背 部 が 黒 化し た よう に 見 える も の も あり , MMIC E CHADS 
在 す る も の も ある 。 頭 部 , 前 胸部 に くら べ る と , Vd EM ADE 5 o To REDAC e 
区 切ら れ て いな い 連 続 し た 背 線 が 認め られ る o MMORE KO DRL” DOR CIE o 
SE お PDG qu T 節 付近 の 方 が や や 高 
dm cA i amu cuum Lu 
は きわ め て 短い 透明 の 先端 の と が ら な い 毛 を わずか に 散布 し て いる 。 頭頂 部 は 腹部 背面 な ど に 散布 し て いる も の よ 
りや や 長い 透明 の 毛 を も つ 。 腹面 は 無 毛 , 腹部 前 縁 の 次 部 へ の 移行 部 付近 に は や や 多く の 短 毛 を も つ 。 気 門 は 小さ 
く , PPM Cs 外 環 は 細い 茶褐色 で ある 。 

体長 (頭頂 部 の 東毛 を 除く ) は 19.3mm 内 外 , 前 胸部 前 面 ( 退 頂 部 に 近い 部 分 ) の 横幅 は 3.5mm 内 外 , 第 二 腹 節 
付近 (最大 幅 ) の 横幅 は 4.3mm 内 外 , 腹面 より 第 二 腹 節 背 面 (最高 位 ) まで の 高 さ は 4.0mm 内 外 , 腹面 より 前 胸 
部 背面 隆起 付近 の 高 さ は 3.5mm 内 外 で ある (Fig. 18). 

羽化 が 近く な る と 眼 部 に 始ま り , 頭 部 , 胸部 と 全体 に 暗色 と な り , 贅 部 に は 前 次 表面 の 雄 , 雌 そ れ ぞ れ の 斑紋 が 
認め られ る 。 区 期 は 我々 が 観察 し た 11 月 頃 で は 9 一 10 日 , 人 為 的 に 温度 を 下降 させ 20?C を 割る と 3 一 7 日 期間 が 延 
長 さ れる 。 参考 の た め に 11 月 頃 に お ける 各 令 期間 の 観察 例 を あげ , また, BB. 終 令 幼虫 , MORAVIA S 
表 に し て 再び 示し て お く 。 (Fig. 11) 。 
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hl 
終 AT 幼 申 体長 頭頂 部 の 刺 毛 を 除く 10.3mm 
jp 体長 HEERO 13.0mm|. | iig 第 一 腹 節 付近 GAR) 4.3mm 
直径 | 0.525mm | | 横幅 (第 二 腹 和仁 近 ) | 5.5mm| | = | 3.5mm 
pm 0.868mm [Ex GRIN) | 4.4mm xs Mri KO INGA ( 最 最高 位 ) 2| omm 
- 腹面 よ り 前 胸部 背面 隆起 付近 3.5mm 

4. X ie (Natural enemy) 
本 種 は 迷 蝶 と し て 飛来 し た も の の 一 時 的 な 偶発 と 考え られ , し た が っ て 本 来 の 天 貢 は いな いも の と 推定 する 。 し 


を か し , 現地 で は ヤモリ の 一 種 (Gekko japonicus 9) が ソテツ に は い の ぼ り , 静止 し て いる 成虫 を 捕食 し て いる 
の 件 察し た 。 パラ サイ ト (parasite) と し て は , コマ ユ パ チ 科 (Braconidae) の 一 種 が 3 令 中 期 幼虫 より か な り 
の 率 で 本 種 幼虫 の 胴 部 を 食い 破り , 外部 (C 出 て い 小 き な まゆ を つく り , 幅 化 する の を 確か め た が , 種 は 未 同 定 で 
ある 。 

成虫 の 生態 Habits of adults 


We yh zd. 幅 化 場所 より 上 方 に 向っ て 歩き 。 茎 の 上 部 また は 頂 端 の 羽 状 葉 に 適当 な 場所 を 見 つ 
け , 静止 し 次 を 伸ばし は じ め る 。 と の ' 詩 尾 端 よ り 赤 白色 の 体液 を 放出 する 。 羽化 は 一 般 に 夕刻 に お と な われ , と の 
点 に お いて , 多く の シジミ チョ ウ 類 に み ら れ る よう な :, 朝方 に 羽化 を する も の と 少し < く 異な る 。 次 を 伸ばす と , 朝 
まで は ほぼ その 位置 で 静止 し , 朝日 が 照り は じ め る と た だ ち に 飛翔 を 開始 する 。 し た が っ て , 夕刻 より 夜 に か け て は 


6) 現地 に お ける 11 月 上 旬 の 平均 気温 は 25° じ で ある o 








NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


— 96 = HLR TYO TO GA (Trans. Lep. Soc.Jap.) Vol. 17, No. 3 & 4 1967 
————————————— Á—— ÀÁ—— ÉoX— á—— 
簡単 に 新鮮 な 個体 の ピン セッ ト 採 集 も 可能 で ある 。 羽化 直後 の 奴 は と き に よっ て 交尾 体制 の よう に 尾 端 を 曲げ る 奇 
妙 な 習性 が ある 。 

我々 が 観察 し た 男 囲 で は , 羽化 し た 成虫 は 食 樹 の まわ り を 群れ を な し て 飛翔 し , その 後 も あま り 遠 く へ 飛翔 する 
と と は な く , ソテツ の 羽 状 葉 や 付近 の 草木 に 静止 する 。 休眠 時 は 燃 を 閉じ , ソ テ ッ の 基 ま た は 羽 状 葉 裏 面 に 静止 す 
So と き に は 草花 (我々 が 観察 し た も の は 淡紅 色 あ る い は 白色 の ヒ ョ ド リバ ナ 類 (Eupatorium sp.) に 飛来 し 吸 密 
する 。 RAAKRBGOD, ひと た び 捕 り 逃 し た りす る と 一 時 的 に か な り 速 く 飛 お ぶ こ と も ある 。 朝 か ら 夕 刻ま で 群 
れ 飛 ん で いる が , 一 般 に 雄 は 比較 高く 陽光 の よく あたる 所 を 飛び , 雌 は 低く 暗い あま り 陽 光 の あたら な い 林 の 中 な 
ご ど を 飛翔 する 。 そ うし た た めか , 現地 で 飼育 し た も の で は 雄 , 雌 の 羽化 率 は は ば 同数 で ある の に , 採集 し た 場合 は 
雄 と 雌 の 率 は 2 : 1, ある い は , 3 : 1 ぐら いで 雄 の 数 が 多く な る 。 

飛翔 は 雌 は あま り 晴 天 , 曇天 な ど と いう 条件 で は 変わ り は な い が , 雄 は 陽光 が か げ る と 多く は 飛翔 を や め 静 止 す 
So 雨中 で も 捕虫 網 な ど で 叩 け ば 若干 飛び 出す が , 通常 飛 お よう な と と は ない 。 甚 を 閉じ て 静止 する の が 普通 の よ 
う で ある が , 雄 座 と も に 頑 を な か ば 開い て 静止 する と と も ある 。 と くに だ 雄 は 日 中 陽光 を 浴び て 政 を な か ば 開い て 静 
止 し て いる 状態 を よく 見 か けた (第 1 図版 参照 )。 

交尾 は 朝 , 昼 を と わ ず 見 うけ られ, 雄 は 積極 的 に 雌 を 追い か ける 。 交尾 は ソテツ 羽 片 上 , も し く は 他 の 植物 の 葉 
上 で お と な われ , 通常 , 交尾 中 は 飛翔 する と と は な い 。 交尾 の 所 要 時 間 は 残念 な が ら 確 認 で き な か っ た 。 交尾 を 終 
えた 雌 は 食 樹 の で く 若い 羽 状 葉 , 鱗片 葉 に 産卵 する (Fig. 1)。 1 卵 ず つ , 数 十 卵 産 付 する と 次 の 新 葉 群 に 飛び 移 
Ho 産卵 時 刻 は まち まち で ある 。 

成虫 の 生存 期間 は 確認 で き な い が , 現地 で の 観察 で は 2 週間 程度 で は な いか と 推定 され る © 








K RO Z5 # Variation in adults 


1. 季節 的 変異 Seasonal variation) 

Celastrina, Everes, Lampides, Euchrysops な ど と 同様 に , 本 種 に も 季節 に よる 変異 らし きも の が 認め られ る 。 
た だ し , 雄 に は 歴然 と し た も の は 認め られ ず , 暴 の と くに だ 閉 表 に その 傾向 が 認め られ る 。 MKOI カ ヵ月 足ら ず の 短 
い 期 間 の 採集 品 の 中 に も , すでに 若干 その 傾向 が あら われ て いる よう で あっ た が , 夏期 8 月 に 採集 され た 長嶺 氏 の 
EUR. 同じ く 8 月 初旬 採集 と 推定 され る 「 日 本 の 蝶 ] に 図示 され た 標本 , 北海 道 大 学 に 現存 する タイ プ 標 本 , さら 
に 冬期 12 月 初旬 に 採集 され た 高 那 氏 の 標本 を 観察 する と と に よっ て , ます ます 確信 を 深め た 。 

すなわち , 高温 期 型 の 雌 の 次 表 は 前 , 後 門 の 基部 より 中 室 付近 に か け て あら われ る 青 藍 色 鱗 の 発達 が 悪く , 全体 
に 暗色 が 強く な る (Fig. L ID, こと の 傾向 の いち じ る し い 個 体 で は , 後 燃 ( こ は それ が 痕跡 程度 より あら われ ず , 
前 燃 に も 一 条 の 青 藍 色 鏡 が 中 室 付近 に わずか に あら われ る (に すぎ な い (Fig. ID), 一 方 , 低温 期 型 は 逆 に 前 , eim 
と も に 青 藍 色 鱗 の 発達 が よく , 外縁 部 を 残し 超 の ほぼ 全面 に まで 拡大 する 。 と くに 後 超 の それ が いち じ る し く 拡 大 
し た 個体 の うち に は 裏面 に 散在 する 黒 斑 の 第 4 室 , 第 5 室 の も の が 表面 に まで あら われ て くる も の が ある (Fig. 
III) 。 高温 期 型 , 低温 期 型 の 問 に は 連続 的 な 変異 が みとめ られ, 移行 期 に は と くに 青 芽 色 鱗 の 発達 に か な り の 差 
が ある 。 

2. 野外 で 採集 し た 成虫 の 次 の 前 超 長 の 変異 Variation of wing size) 

BUBROHIOBMEOZXQ. 当然 , 幼虫 , 踊 の 大 き さ の 変異 に 帰す も の で ある が , その 変異 は 本 種 の 場合 雄 , 雌 
と も に か な り い ち じ る し い 。 我々 が 採集 し た も の の 中 で は 大 きい も の は 雄 で 19.5mm, 雌 で 20.0mm, 小さ いも の 
は 雄 で 14.5mm, 雌 で 12.0mm で あっ た 。 我々 が 10, 11 月 に 採集 し た 多数 の も の の 中 で , も っ と も 多く 認め re 
も の は 雄 で 17.5mm 内 外 , 雌 で 17.8mm 内 外 で , これ が と の 時 期 の 平均 的 な 前 次長 の 数 値 と 考え て いる 。 

また , 高 那 氏 に よっ て 12 月 に 採集 され , 送ら れ て きた も の は 雄 で 18.0mm 内 外 , 雌 で 18.5mm 内 外 の も の が 多く , 
先述 の 我々 の 採集 し た も の より や や 大 きい 。 


な お , 12 月 に 高 那 氏 に よっ て 採集 され た 雌 の 個体 の 前 契 の 形 は , 我々 が 採集 し た 頃 の も の に くら べ て , 一 見 , dg 
長い 感 を 受け る が (Fig. UD, これ は , や や 前 事前 縁 と 外縁 と の な す 角 度 が より 急 な と と も ある が , それ より も 
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青 藍 色 鱗 の 発達 の 違い に よっ て 外縁 の 黒 帯 の 拡がり 方 が か わっ た と と に 原因 が ある よう に 思わ れる 。 
3. MEOWMOMMOBE (Variation of wing-markings) 
我々 が 採集 し た 10 一 11 月 の 標本 の な か に は いく つか の 異常 な も の が ある と と に 気がつい た 。 ただ, 本 種 は 近似 の 
ヒメ シジミ 族 の それ と 同様 , 裏面 の 黒 斑 の 発達 が 非常 に 不安 定 で , 個体 変異 の 範 購 に 含め る べき か 否 か の 判断 に 迷 
う も の も 多い が , 一 応 以下 に その 概略 を 記し て お く と と に する GERIOSIEBRE Fig. IV; 5, Fig. V; $)o 
次 表 に つい て は 雄 , 雌 と も 地 色 , 斑紋 と も 安定 し , 異常 と 認め られ る も の は 探し 出す と と が で き な か っ た 。 
I) 裏面 , 肛 緑 角 付 近 の 赤褐色 斑 の 消失 
と の 斑紋 は 安定 し た も の と 思わ れ , わずか に 1 匹 (8) の 消失 個体 を みとめ た の み で ある (Fig. VI)。 
この 個体 は 表面 の 赤褐色 斑 の 色彩 も きわ め て 決 く , 地 色 も 通常 の も の より は る か に 淡い 。 
ID) 裏面 , 黒 斑 の 変異 
BL 後 竣 と も 左右 対象 の 変異 は きわ め て 稀 で , 大 体 と お いて 不安 定 , し か も 後 超 に お いて は それ が いち じ る し く 
どれ を 正常 の も の と する か が 厳密 に は 判断 し が た いく らい で ある 。 
(a) 前 麹 黒 斑 の 変異 
後 女 の それ と くら べ さる と 変異 が 少な く , 亜 外縁 の 黒 斑 列 と 中 室外 端 の 短い 長方形 の 黒 班 と の 間 を 走る , 外縁 よ 
りか ぞ え ぇ て 第 三 列 目 に あたる 黒 斑 列 が 外側 へ 流れ た も の (265; Fig. VID, 通常 第 10 室 よ り は じ ま る べき 第 
三 列 目 の 黒 斑 列 が 第 11 BEY は じ ま っ た も の (222; Fig. VID, 中 室 中 央 部 に 小さ い 黒 斑 が あら われ る も 
D (285,189; Fig. IX) が みとめ られ る に すぎ な い 。 
(b) 4 XaE DEAE 
SUWDERCho LMR bOI, 上 述 の 第 三 列 目 の 黒 斑 列 が 発達 し 外側 へ 流れ る も の で , 第 二 列 目 に あ た 
る 中外 縁 の 黒 斑 列 と 甚 脈 の 部 分 を 残し て 融合 し , 太い 黒 帯 を も つよ うな 傾向 を あら わす も の で ある (3565,49 
9; Fig, VII,XーXI) 。 黒 班 の 出現 の と く に 不安 定 な も の は , も っ と も 内側 の 基部 付近 を 走る 黒 斑 列 で , 4 個 
(1a 室 , 1c 室 , 中 室 , 7 室 ) ある も の と , さら 中 室 上 部 に 小さ い 黒 班 が あら われ , 5 個 に な る も の が , は ば 同数 
の 割合 で みとめ られ る (Fig. メーII, Fig. XIV な ど )。 
と き に , P2ZORML, 基部 の 黒 斑 列 の 第 1 c 室 の も の と の 中 間 (第 2 室 基部 ) (に 黒 斑 の あら われ る 個体 も み 
と め られ る (Fig. XIV), 
と うし た 変異 は , HEROS. 黒 斑 の 発達 の よい 肉 の ほう に 多い 傾向 は 当然 の こと で ある が , 雄 に お いて も 決し て 
稀 な も の で は な く , 前 超 の 黒 斑 異常 を も つ 個体 は 後 素 に も 異常 の あら われ る と と も また 当然 の 傾向 で ある 。 
(c) 黒 班 の 淡い 個体 
上 述 の 変異 と は 別に , 黒 班 は 正常 で も っ て , し か も 歴然 と し な い 地 色 に 吸収 され た よう な 一 見 し て ば ぼやけ て み 
える 個体 も 2 匹 ($, 9$; Fig. XV に 図示 の も の は 前 契 の み に あ ら わ れ た 雄 の 個体 ) ある 。 

















SUMMARY 


In 1910 Matsumura described Everes kiamurae from Yaeyama group of the Ryukyus and later he 
(1913) transferred it from Everes to Euchrysops, Since then, no information of this species had 
been available until Yashiro (1932) recorded it from Okinawa-Honto and Iheya Island of the Ryu- 
kyus, Yashiro did not give the date of collecting and, moreover his identification was doubtful, 
Recently Shirózu (1965) transferred it from Euchrysops to Chilades on the basis of the genitalic 
structures and assumed the species in the Ryukyus as a migrant from the Philippines, In August 
1966, Nagamine rediscovered it at Taketomi Island belonging to the Yaeyama group, and observed 
that it was common there at that time, 

Two months later, the senior author was at Taketomi Island and observed the habits and early 
stages of the species from the end of October to the middle of November, After he retured to 
Osaka, the authors were given some additional specimens of the cold-season form by Mr, Takana 
from Taketomi Island, Thus we knew much about the hitherto unknown facts on this insect, which 
we report in this paper. 

Food-plant 

The food-plant of the larva at Taketomi Island is a species of cycads, Cycas revoluta THUNB. 
The larva of Chilades kiamurae is probably the sixth known cycad-eater among the larvae of the 
butterflies, Five other species are Chilades pandava in Asia, Theclinesthes miskini in Australia, Eu- 
maeus atala, E. childreana, and E, minyas in America (all Lycaenids). 
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Egg 


The eggs are scatterly laid on the young pinnates and scale-leaves on the tip of stem (Fig. 1, 
Fig, 3). Eggs light blue-green, with net-like design, 0.36mm in height and 0,52mm in diameter on 
the average (Fig. 12, Fig, 13), Egg stage is four days, 

Larva 

A small yellow larva 0.7mm in length just after it hatches (Fig. 11), The first instar larva sits 
on the underside of the young, soft leaves, and penetrates its head into a small hollow made by 
its bites, The older larvae eat the leaves mostly in the same way as the first instar does, while 
some of the larvae make caves or tunnels on a stalk (Fig. 4, Fig.6, Fig. 7), However, there was no 
indication to eat the hard scale-leaf, tomenta, vein or cuticule of the pinnate-leaves (Fig. 9, Fig. 10). 

The larval instars count four in all. The fourth instar larva : head black ; thorax and abdomen 
usually glossy dark red and covered with many black setae, patterned with zigzag yellow and dark 
red lines running in parallel all the way on the back (Fig. 15, Fig. 16). Nearly fifteen percent 
of the larvae are glossy yellow-green in the second, third, and middle of fourth instar. Towards 
the end of fourth instar they turn to dark red as the normal larvae are. 

Full-grown larva slipper-like in shape as in the larvae of Plebejus, 13.0mm in length and 5, 5mm 
in width and 4.4mm in thickness at the second abdominal segment on the average (Fig. 11, Fig. 16), 


Pupa 

Generally a group of ten to twenty pupae is found behind the shade of the scale-leaves on the 
stem, and each pupa girds with silken girdle (Fig. 2, Fig. 8). 

Mean size of pupa: length 10,3 mm, and width 3.5 mm, thickness 4.0mm at the second abdomi- 
nal segment. Pupa light brown dotted with numerous minute dark brown spots and covered with 
a small number of short colourless setae (Fig, 18), 

In the outdoor at Taketomi Island the adult emerges within eight to ten days after pupation 
in November, but the pupal stage is prolonged to eleven to seventeen days at the lower tempera- 
ture below 20?C, 


Natural enemies 
A gecko (Gecko japonicus ?) was seen snapping the adults of Chilades kiamurae on the cycad tree, 
The parasitic wasp is a species of Braconidae, A larva of the parasitic wasp comes out from the 
third instar larva of the butterfly and pupates in a small white cocoon on the earth (Fig. 5). 


The habit of adults 
The adult emerges at dusk and rests till dawn. The butterfly begins to fly around the cycad tree 
as sun rises, The butterfly has a weak flight and seldom leaves the food-plants far away. It was 
also observed that the butterflies often flew to the flowers of a thoroughwort (Eupatorium sp.) 
near the cycad trees and sucked its nectors, The adult lives for about fourteen days in November, 


Seasonal variation of adults 
The seasonal variation is remarkable only on the upperside of the female wings. The indigo-blue 
areas on the upperside of female wings are much more expanded in the cold-season form (Fig. 
I, Fig. III) than in the warm-season form (Fig. II). Two to three discal black spots sometimes 
appear on the expanded blue area on the upperside of hind wing (Fig. III). 


Abnormal wing markings of adults 
The following abnormal wing markings are seen in some specimens. 
(1) An extra black spot in discoidal cell of forewing (Fig. IX). 
(2) Discal spots of forewing expanded outwards (Fig. VII). 
(3) Discal spot appearing in cell 10 (Fig. VIII). 
(4 Inner submarginal spots of hind wing expanded outwards, and sometimes joined to outer mar- 
ginal ones (Fig. X, Fig. XD. 
(5) A small black spot in cell 1 of hindwing disappared (Fig. XIII). 
(6) An additional spot basad of a discal spot in cell 2 of hindwing (Fig. XIV). 
(7) Anterior discoidal spot sometimes disappered (Fig. VIII, Fig. XII, Fig.XIV ). 
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4. 中 令 期 の 
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